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学校行事
3 月 12 日（火）
第 122 回幹事会（出席者 12 名）














































































2019 年度学科 1 年生交流会開催につい
て
2020 年度秋の講演会について
7 月 3 日（水）










9 月 18 日（水）
学生幹事会主催「キリスト教学科 1 年
生交流会」












































会員数・準会員数（2019 年 12 月現在）
会員（１）一般  115 名































































（2019 年 1 月～ 2019 年 12 月）
1 月 5 日（土）　冬季休業終了
1 月 15 日（火）　修士論文・課題研究報告
書・博士論文中間報告書提出
締切
1 月 23 日（水）　秋学期授業終了
2 月 1 日（金）　論文・課題研究報告書最
終面接
2 月 11 日（月）　文学部入試
2 月 21 日（木）・22 日（金）　大学院キリ
スト教学研究科入学試験
3 月 23 日（土）　文学部卒業式・卒業礼拝






4 月 2 日（火）　1 年次ガイダンス、新入
生歓迎会
4 月 3 日（水）　2 ～ 4 年次・大学院ガイ
ダンス、兼任講師懇親会




 1 年次 46 名
　大学院キリスト教学研究科
 前期課程
 キリスト教学研究コース 5 名
 ウィリアムズコース 2 名
 後期課程 1 名
4 月 10 日（水）　春学期授業開始
7 月 19 日（金）　春学期授業終了
8 月 1 日（木）～ 9 月 19 日（木）　夏季
休業
9 月 19 日（木）　大学院学位授与式、9 月
特別卒業式
9 月 20 日（金）　秋学期授業開始
9 月 28 日（土）　大学院キリスト教学研究
科博士課程前期課程　秋季入
学試験
10 月 19 日（土）　論文・課題研究報告書
中間発表会
10 月 31 日（木）～ 11 月 5 日（火）　秋
季臨時休業
11 月 16 日（土）　文学部秋季入試
12 月 16 日（月）　卒業論文提出締切
12 月 24 日（火）～ 2020 年 1 月 4 日（土）
冬季休業
人　事
大島博特別任用教授、2019 年 3 月 31
日付で任期満了のため退職。
加藤喜之氏、2019 年 4 月 1 日付で文学
部・キリスト教学研究科准教授として着
任。
米沢陽子氏、2019 年 4 月 1 日付でキリ
スト教学研究科特別任用教授として着
任。
廣石望教授、2019 年 4 月 1 日付でキリ
スト教学研究科委員長に就任。






〈 学 会 報 告 〉
暇。
黒澤愛氏、2019 年 4 月 1 日付で学部事
務 1 課キリスト教学科担当職員となる。







基幹科目Ａ ―2 年次 2 単位必修
基幹科目Ｂ・Ｃ・Ｄ









―1 ～ 2 年次 8 単位自動登録
1 年次必修科目（4 単位）
入門演習Ａ 1a 梅澤 弓子 教授
入門演習Ａ 1b 加藤 喜之 准教授
入門演習Ａ 2a 廣石 望 教授
入門演習Ａ 2b 西原 廉太 教授
2 年次必修科目（4 単位）
キリスト教学基礎演習 A1a








―3 ～ 4 年次に 8 単位選択
演習 A1 加藤 磨珠枝 教授
演習 A2 加藤 喜之 准教授
演習 A3 西原 廉太 教授
演習 A4 廣石 望 教授
演習 A5 ゾンターク・ミラ 教授
演習 A6 阿部 善彦 准教授
演習 A7 長谷川 修一 教授
演習 A8 梅澤 弓子 教授
演習 A9 スコット・ショウ 教授
演習 A10 本年度休講
指定科目Ｂ 2（フィールドワーク・文献
講読） ―2 ～ 4 年次に 6 単位選択
フィールドワークＡ 1 阿部 善彦 准教授
フィールドワークＡ 2 本年度休講
キリスト教学原典講読 1 市原 信太郎 講師
キリスト教学原典講読 2 田島 靖則 講師
キリスト教学原典講読 3
 ゾンターク・ミラ 教授
キリスト教学原典講読 4 大野 松彦 講師
キリスト教学原典講読 5 藁科 智恵 講師
ヘブライ語原典講読 飯郷 友康 講師
ギリシア語原典講読 吉田 俊一郎 講師
ラテン語原典講読 村上 寛 講師
キリスト教学中級講読 1 齋藤 正樹 講師
キリスト教学中級講読 2 加藤 喜之 准教授 
キリスト教学中級講読 3 深田 麻里亜 講師
ヘブライ語中級購読 飯郷 友康 講師
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ギリシア語中級購読 吉田 俊一郎 講師
ラテン語中級購読 村上 寛 講師
指定科目Ｃ（講義）
 ―１～４年次に 34 単位選択
キリスト教学入門講義 1（聖書 1）
 長谷川 修一 教授
キリスト教学入門講義 2（聖書 2）
 山野 貴彦 講師
キリスト教学入門講義 3（キリスト教史 1）
 寒野 康太 講師
キリスト教学入門講義 4（キリスト教史 2）




 杉江 拓磨 講師
キリスト教学講義 3（新約聖書学 1）





キリスト教学講義 6（キリスト教思想史 2） 








 鳥居 雅志 講師
キリスト教学講義 11（キリスト教倫理学


















































社会 2） 平良 愛香 講師
キリスト教学講義 37（日本キリスト教史）
 三輪 地塩 講師
キリスト教学講義 38（日本宗教史）
 本年度休講

























































〈Studies in Ancient Israel〉
The course will focus on studies of 
ancient Israel. Lectures will be given 
on various aspects of material culture 
of ancient Israel, from early prehistory 
to the late Iron Age. The students will 
be given a thorough Introduction to the 
archaeology of the Land of Israel and 
a deep insight into biblical societies, 
politics, economy and foreign relations. 
Special focus will be put on the Exodus 
from Egypt, the conquest of the Land of 
Israel, the establishment of the United 
Kingdom under King David and its de-
mise.
The course will include frontal lec-
tures that will give the students tools to 
understand basic principles in biblical 
archaeology, to learn about ancient civ-
ilizations that resided at the Land of Is-
rael and their material culture remains. 
The course will give thorough insight to 
the relation between biblical text and 
archaeological finds.








































































































































キリスト教音楽研究 2 米沢 陽子 教授



















































































































































































































































































































〈 学 会 報 告 〉
サーヴィスラーニング 1・2






















































































会衆賛美論演習 1 米沢 陽子 教授





























第 1 ～ 6 回は映像資料や録音資料を用




























この授業では 15 ～ 17 世紀のイタリア
とドイツのオルガン音楽のレパートリーを
扱う。オルガン音楽は作曲された時代や地
域、楽器、典礼・礼拝様式と密接に結びつ
いている。各回で取り上げる作品に対して
は、典礼・礼拝様式、楽器、記譜法、楽曲
分析からアプローチし、個々の作品がどの
ように成り立っているのかを考察する。な
おオルガン音楽は歌との関係を抜きには語
れないので、関連する聖歌の歌唱も随時行
なう。演習形式で行なうので、割り当てら
れたテーマについて口頭発表を課す。また
必要に応じて演奏実践も取り入れる。
